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1．はじめに  

逐次出現するれ人の候補の中から，1人の秘書を選  

択する・個々の候補は2つの属性（弟，弟）を持ってい  

る．このとき次の2つの問題  

（lO） 現斗J（羊≧α）】→n㌣，  

（20）Pr・〈み＝1賢弟＆羊≧α）→響  
を考える．ここにJ匝）は事象eの定義関数であり，α＞  

0は定数である・本研究はSakaguchiandSzajowski  

P】に続くものである．  

2．条件r≧αの下でのより良いズの選択．   

確率変数の対（（弟，弟））畏1に対して羊≧αの下で  

βズTを最大にするような丁を求める・もし，（m－1）番  

目までに停止しなけれ桟（弟l，㍍）において停止する．  

ここで，1んは最適停止規則を用いたときの期待利得と  

すると，  

坑＝現ズ∫（y≧α）】  

陀＝刷ズJ（y≧α）∨祐一1】  

＝孔（祐一1）＋祐一1，（m＝2，3，4，‥・）（1）  

ここにざとα＞0に対して，  

および，れ＝2，3，4，‥・に対して  

挽＝喜（1－祐一1）2（1＋  

7α（1＋21ち＿1）  

）  

＋挽＿1  

（4）  

となり，次の定理が成立する．  

定理・12変量一様分布（3）に対する問題（lO）の最適  

停止規則は「もしズ≧祐＿1かつy≧αならば停止  

する・さもなければ継続する・」である・ここに（祐）  

は再帰式（4）により決定される．れ候補の場合の最適  

期待利得は陀である．  

2．22変畳正規分布の場合  

（－∞，∞）2上で密度関数  

仰 ）（5）  
y－β∬  

p（〇，封）＝¢（ご）  

をもつ2変量正規分布を考える．ここに¢（：じ）  

（2打）－1／2e－（1／2）㌔である・坤）≡r∞的）d弘  

上∞  
（ご－β）¢（‡）血＝¢（β）－β◎（ざ）≡宙（β），（6）  

とすると  

孔（β）＝㌔二手  野馳ヨ3弧E凹冨  

戸 ）  

β－βy  
如  

㍉二  
恥）≡叫叫y≧α卜呵  

2．12変量一様分布の場合  

【0，1】2上の密度関数  

（2）   ＋（－g）＋◎（α）．  （7）  

ここに，q，（s）についてはDeGroot【1；Section13．4～  

13・軋またはSak喝uChi【3】を参照．  

（7）と（2）より，（祐）はn＝p¢（α）より始まる増加  

列である．  

定理．2（5）で表される2変量正規分布に対する最適  

停止規則は「もしズ≧祐＿1かつy≧αならば停止す  

る・さもなければ，継続する・」ここに（祐）は再帰式  

p（∬，甘）＝1＋7（1－お）（1一祖），l71≦1，（3）  

をもつ2変量一様分布に対して，  

上α  
p（∬，y）吻＝左（1－叩（1－2∬））  ヴ（∬）＝  

祐＝√戸上∞榊（  
封  

lん＿1－β  
吻  とする．この場合は   

したがって   

孔（車（1－β）2〈妄言＋孟7α石（1瑚〉・  

巧＝叩岬≧拒（芸＋芸7α）  

㍉二戸  

＋ト祐鵬1）＋◎（α）＋挽＿1   （8）  

によって決定される．m候補の場合の最適期待利得は  

挽である．もしβ＝0のとき，（8）は   

挽＝壷（α）（中（祐＿1）＋陀＿1）＋坤）吐1（9）  
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3．条件y≧αの下での最良のズの選択   

問題（20）の解丁を求める・ここで，状態（可恒）は  

弟＝maX（ズ1，端，・‥，ズ豆）＝∬かつⅥ≧αを表すも  

のとする・また，叫り（〇）は状態（ェlれ，りのときに最適  

規則を用いたときのm候補問題の期待利得とする．  

3．1密度関数（3）の2変量一様分布   

この場合の最適方程式は  

ここに  

刷  畔鋸霊囲  
であり，OLA停止領域β  

¢（z）（◎（z））m－1  

（◎（ェ））m  

［ 

ごm－i，  
ゑ折1上1軌（z）dz  

‰，i（ご）＝maX  

が最適となり，任意のlβl≦1に対して，α1－∞な  

らば，  

〈鋸車左 β＝折1［（叫翔珊－1り，（13）  
このことはズ～N（0，1）ならば◎（ズ）～Ul叫となる  

ことより明らかである．  

定理4．2変量正規分布（5）に対する最適方程式（12）  

に対する最適停止規則は，彗 ≧ α かつ．弟 ＝  

maxl≦t≦i端＞ん一名を満たす最初の（ズゎ現）で停止  
することである・ここにムは次の方程式の（－∞，∞）  

における唯一の根である．  

（10  
（豆＝1，2，…，れ；0≦∬≦1；U叩（〇）≡1）  

となり（Ross［21；pp．137－139），OLA停止領域Bは  

ごれ－i≧ゑ∬伸上1抑z）  

＝（（叫1／云≧榊））， （11）  

ここに   

－j  

均（g）＝（ト7α）■∑  

m＝1  

j＋1  

＋2叩  
霊‾m－1  〇‾m－1  

打l  m 

左上∞壷（  

β＝0のとき，   

¢（z）（◎（z））m‾1  α－βZ   
補題．1t71≦1に対して（11）により与えられる領域  

βは閉じている．すなわち，一度βに入ったら，状態  

はβから外へ出ない．  

定理3．最適方程式（10）に対する最適停止規則は，  

現≧αかつ薫＝maXl≦t≦せズt＞ん一恵 を満足する  

最初の（弟，Ⅵ）において停止することである．ここに  

屯（j＝1，2，3，・‥）は方程式均（∬）＝（左）‾1の区間  

【0，1】内の唯一の根である．  

例1．れ＝5，7＝0．5，α＝0．6に対する最適停止規則は：  

「もしれ≧0．6＆ズ1≧0．728ならば終了．さもなけれ  

ば，（ズ2，％）を観察．その結果もし％≧0．6＆ズ妄≧  

ズ1VO．651ならば終了・さもなければ，（ズも，％）を観  

察．その結果もし鴇≧0．6＆為≧ズ1V為VO．531  

ならば終了・さもなければ（量，％）を観察・その結果  

もし㌔≧0．6＆ズ4≧ズ1V為∨範VO．304ならば終  

了・さもなければ（ズ5，鴇）を観察して終了．」  

3・2密度関数（5）の2変量正規分布  

この場合にはだp（勅＝顧（帯）より   

垢（£）＝maX［（◎回）れ‾i城可，（12）   
（宜＝1，2，‥・，m；－∞≦エ≦∞；U叩（諾）＝1）  

dz＝1．  

（14）  

（◎（ヱ））m  

m－1［…－mヰ（拍）‾1（15）  
J ∑  
m＝1  

例2．れ＝5，p＝0，α＝0．84のときの最適停止規則は，  

例1において0．6，0．728，0．651，0．531，0．304をそれぞれ  

0．84，0．206，－0．014，－0．345，－0．966で置き換えること  

により得られる．  
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